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 当社（東京都千代田区外神田四丁目14 番 1 号 資本金：364 億円 社長：山田 政雄）子会社のDOWA

サーモテック㈱（同所 資本金：10 億円 社長：住田 敏郎）は、従来の熱処理・表面処理加工に加え、

新たにプラズマを用いたDLC（ダイヤモンドライクカーボン）コーティング事業に本格参入し、熱処

理加工事業の強化・拡大を進めます。 

 

 DLCコーティングとは、金属部品等の表面に硬質の炭素膜を形成することにより、高硬度・耐摩耗

性・低摩擦係数といった特性を付与する表面処理技術です。各種摺動部品や金型部品などにコーティ

ングすることで、自動車などの低燃費・部品の長寿命化といったニーズに対応することができ、その

市場規模は年間約 100億円、年率 15％程度で成長しています。 

 DOWA サーモテック㈱では、これまでも PVD（物理蒸着）法のスパッタリングによるクロムドッ

ペ-Ｎ膜や、イオンプレーティング法によるチタン・クロム系複合膜の受託加工を行ってきました。今

回新たに DLC コーティングを加えることにより、自動車、機械部品等の幅広い顧客ニーズに対応で

きる体制とします。 

 

 この度、商品ラインナップとして、自社で開発したDLC 膜と株式会社豊田中央研究所より技術導

入したDLC-Si（Si：シリコンを含有したDLC）膜を揃えました。 

 自社開発のDLC膜は、PVD法のみで行う方法と、PVD法による下地処理とプラズマ CVD法を複

合させた方法の 2種類があり、ともに高い密着性を確保しています。200℃以下の低温プロセスである

ことから、熱による軟化やひずみが少なく、多様な基材に適用できます。特にプラズマ CVD 法によ

る処理方法は生産性にも優れており、一般的な DLC コーティングと比較して低コスト化を実現しま

した。 

 株式会社豊田中央研究所から技術導入したDLC-Si 膜は、基材に微細な凹凸を形成する前処理方法

と複雑形状に成膜可能な直流プラズマ CVD 法を採用することで、より高い密着性と高速成膜を達成

しています。これらの特長に加えて、DLC 膜に Si を含有することにより耐熱性、耐焼付き性、およ

び油潤滑における低摩擦特性を実現しています。 

 

 DOWAサーモテック㈱は、DLCコーティング事業において国内市場に加え海外展開も視野に入れ、

5年後には売上高年間 20億円を目指します。今後も省エネ・低燃費など市場のニーズに対応した研究

開発を推進し、熱処理事業のさらなる強化・拡大を進めていきます。 
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